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播磨臨海地域道路が開通すれば、ますます利便性向上が期待できる播磨南部地域  
 
20〜30 年前には、加古川（⻄から⾼砂市−
加古川市−播磨町−明⽯市と並ぶ）は東⻄
の便は良いが、南北の便は極めて悪いと⾔
われていた。朝の通勤ラッシュ時の南北道
の渋滞は相当のものであった。 
 
その渋滞も、右の東播磨⾃動⾞道路が開通
し、かなり緩和された。かつては加古川や姫
路から三⽊⽅⾯に向かう⾞は下の地図の⾚
丸を付けた道路を通っていたが、地図中 A
で⽰したあたりは道が細くそこに⼤型⾞も
通るためにそのすれ違いにも苦労し、常に
多くの⾞がひしめいている状況であった。 
 
東播磨⾃動⾞道が⼋幡稲美ランプまで部分開通（2014 年）したのちは、その⾞の流れは⻘
三⾓を付けた⼤型⾞⼆台がすれ違える道路へと⼤きく変化した。そして現在、この東播磨⾃
動⾞道は国道 175 号ランプまでの４年後の完成を⽬指し⼯事が進んでいる。この道路が全
⾯開通した暁には、三⽊⽅⾯に向かう⾞は⼋幡北ランプで⾃動⾞道を降りることになるの
で、⻘三⾓で⽰した道路の交通量は激減するものと考えられる。 



さらに、東播磨⾃動⾞道の国道 175 号ランプまでの開通により、加古川から兵庫県南部へ
のアクセスが⼤幅に良くなる。また、この道路は途中で⼭陽⾃動⾞道と交わるため、東⻄⽅
向へのアクセスの⼤きな助けともなる。 
 
最初に加古川では東⻄の交通の便は良く、南北の交通の便は悪いと記した。しかし、交通量
の⼤幅な増加に伴い、この東⻄⽅向の交通も⼤きな障害をきたしている。国道２号線は常に
渋滞状態であるし、通勤ラッシュ時には加古川バイパスや旧浜国道でも渋滞が起こってい
る（加古川市を通る東⻄道は、北側より順番に加古川バイパス、国道⼆号線、旧浜国道）。 
 
これを解決するために、播磨臨海
地域道路の計画が進⾏中である。
４ルートが考えられているが、内
陸ルートが選択されれば、今は農
業地域である稲美町（右の地図参
照）にも⼤きな変化が起こるもの
と考えられる。来年にはルートを
決定？とあり、これは地域の将来
に⼤きな影響を及ぼす決定とな
ることだろう。なお、完成時期に
ついては新聞記事には記載され
ていない。 
 

 



 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 


